
「県民ボランタリー活動の促進のための施策の推進に関する基本方針」に係る点検・評価シート（ひょうごボランタリープラザ関係）

１ 活動資金支援

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 合 計

件 数 1,590 1,592 1,962 10 2 5,156

金 額 113,032 123,932 161,598 8,880 2,000 409,442

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合 計

件 数 1,014 1,004 1,054 2,701 3,012 3,207 3,366 3,491 3,351 3,354 25,554

金 額 38,080 35,778 34,421 102,295 118,048 128,227 129,839 130,283 130,636 100,242 947,849

○平成２２年度助成実績一覧（単位：件、千円） ○平成２３年度助成実績一覧（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額

3,289 95,381 3,334 86,684

13 2,501 5 824

9 1,350 5 4,000

5 5,000 8 8,000

9 7,730 2 734

11 9,400 3,354 100,242

5 2,400

3 900

5 5,000

2 974

3,351 130,636

件数 金額 件数 金額

11 29,846 13 33,000

5 4,712 7 7,000

5 5,000 6 5,000

10 10,000 11 9,961

14 39,323 13 43,406

17 24,843 15 19,946

62 113,724 65 118,313

年 度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合 計

件 数 3 2 7 5 1 3 3 2 2 0 1 29

金 額 8500 6,000 20,300 11,500 3,000 9,000 9,000 6,000 5,000 0 2,300 80,600

市町モデル事業

・「ひょうごボランタリー基金助
成」や「地域づくり活動応援事
業」など各種助成事業により、草
の根の活動を行うボランタリー団
体や地域団体からＮＰＯ法人等多
様な主体の行うボランタリー活動
の支援を行っている。

・ＮＰＯ貸付事業については、貸
付制度を利用してまで事業を継
続・拡大しようとする法人が少な
いこと等により、利用が低下傾向
にある。

・平成23～24年度は、国の基金を
活用した「地域づくり活動支援事
業」に取り組んでおり、ボランタ
リー基金による助成は、県民ボラ
ンタリー活動助成を除き、休止し
ている。

※災害復興ボランティア活動助成は平成16年度で終了（平成17年度以降は「行政・ＮＰＯ協働事業助成」のみ）

(1)阪神・淡路大震災復興基金を活用した各種助成事業
阪神・淡路大震災からの早期復興のための取り組みを補完するとともに、被災地域を魅力ある地域に再生することを目的として「災害復興ボランティア活動助成」、「行政・Ｎ
ＰＯ協働事業助成」を平成14年度から18年度まで実施。
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方針・方向性評 価 ・ 課 題支援施策の内容

２ 交流・ネットワーク

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

参加者数 約４，９００ 約３，０００ 約３，３００ 約１，３００ 約４，０００ 約１，８００ 約２，５００ 約３００

年 度 22年度 23年度 合 計

参加者数 116 168 284

年 度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

策定社協数（累計） 7 9 14 19 21 22

年 度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

開催回数 29 24 16 9 2

参加者数 306 234 201 194 72

３ 人材育成

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 合計

トライアルコース 35 35 ー ー ー ー ー ー ー 70

マネジメントコース 23 21 11 32 28 24 ー ー ー 139

ガバナンスコース 21 16 17 27 25 25 ー ー ー 131

本 校 ー ー ー ー ー ー 16 19 22 57

サテライト校 ー ー ー ー ー ー 44 34 26 104

合 計 79 72 28 59 53 49 60 53 48 501

○市町ボランティアコーディネーター研修参加者数（単位：人）（ボランタリープラザ調べ）

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合計

延べ参加者数 136 97 146 143 22 63 52 90 101 22 872

年 度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合計

受講者数 21 20 17 58 52 29 197

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 合計

受講者数 580 640
活動事例
集作成

22 41 1283

年 度 20年度 21年度 22年度 合計

助成団体数 4 6 5 15

助成金 2,000 3,000 2,400 7,400

・市町社会福祉協議会ボランティ
アセンターやＮＰＯ等の運営を担
う人材育成に努めている。

・ＮＰＯやボランティア団体の世
代交代が進んでおり、人材育成に
継続して取り組む必要がある。

・ＮＰＯ法改正などの環境変化に適
切に対応できる質の高い人材育成を
図り、ＮＰＯ等の活動基盤を強化し
ていく。

人材育成

(4)シニアボランティア育成支援事業
中高年層のボランタリー活動の普及啓発を目的として、シニアボランティアグループ関係者が集い、学ぶ講座を開催。
○シニアボランティア育成支援事業受講者数（単位：人）（ボランタリープラザ調べ）

(5)団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり事業
ＮＰＯや団体等に助成して、団塊世代等のシニア層が、地域づくり活動へ踏み出すために必要なセミナーや体験実習を実施。

○団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり事業助成実績（単位：数・千円）（ボランタリープラザ調べ）

(1)ＮＰＯ大学事業
兵庫県内において活動するボランタリー活動団体の運営基盤確立を支援するため、組織運営、人材活用、資金調達などに関して専門性の高い知識、技能を修得できる研修事業で
あるＮＰＯ大学事業を平成９年度から実施。

・地域づくりネットワーク会議や
ＮＰＯと行政の協働会議等を通じ
て、地域団体・ＮＰＯ・企業・行
政間の交流・情報交換の促進を
図っている。

(1)ひょうごボランタリー・スクエア２１の開催
阪神･淡路大震災を契機としたボランティア・市民活動の盛り上がりを定着させ、本格的な市民社会を支えるボランタリーセクターの形成支援を目的とし、平成13年（ボラン
ティア国際年）から平成21年まで開催。

○ひょうごボランタリー・スクエア参加者数（単位：人[平均]）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

○ＮＰＯと行政の協働会議開催状況（単位：回数・人）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

(2)ひょうごボランタリー地域づくりネットワーク会議の開催
地域づくりの担い手である県民、ＮＰＯ法人、企業、行政機関等が、連携・協力するネットワークの形成に取り組むため、平成22年度から開催。

○ひょうごボランタリー地域づくりネットワーク会議参加者数（単位：人）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

・地域づくりネットワーク会議やＮ
ＰＯと行政の協働会議など、様々な
機会を通じて、交流・ネットワーク
の促進に努めていく。

○ＮＰＯ大学事業修了者数（単位：人）（県協働推進室調べ）

○災害ボランティアコーディネーター養成研修受講者数（単位：人）（ボランタリープラザ調べ）

交流・ネッ
トワーク

(4)ＮＰＯと行政の協働会議の開催
ＮＰＯが、行政と協働して福祉、子育て、環境、まちづくり等の様々な地域課題の解決に取り組めるよう、協議・情報交換等を行う場として開催。

(2)市町ボランティアコーディネーター研修事業（H14～ボランティアリーダー等養成・研修事業、ボランティアコーディネーター基礎講座等含む）
市町社協ボランティアセンターや市民活動センター等のコーディネーターの養成やスキル向上を図るための研修を実施。

(3)災害ボランティアコーディネーター養成研修
災害時における市町社協の対応力を高めるための研修を実施。

約４６，２００

(3)市町社協災害救援マニュアル策定支援事業
市町社協の災害救援マニュアル策定を支援するための相談・指導等を実施。

○市町社協災害救援マニュアル策定社協数（単位：社協数）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

(5)災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議
平時から、災害救援ボランティア支援関係機関相互ネットワークの強化等を図ることにより、災害時における迅速かつ効果的な支援体制を構築。

合 計
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方針・方向性評 価 ・ 課 題支援施策の内容

４ 情報提供・相談

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合 計

件 数 12 8 13 11 9 9 11 5 7 ― 85

年 度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

アクセス数 50,460 48,486 37,036 55,588 64,183 139,409

年 度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

件数（累計） 27 64 96 126 150 175 201 236

年 度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

件数（累計） 1,073 1,366 1,521 1,115 1,088 1,024 1,011 1,141

年 度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

件数（累計） 20 44 69 95 129

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合 計

利用者数 10,580 18,370 24,065 28,666 25,324 22,909 20,141 16,975 18,089 19,016 204,135

５ 調査研究
(1) 県民ボランタリー活動実態調査
今後のボランタリー活動支援方策を検討に活用する基礎資料とするため、概ね５年ごとに調査。平成21年度に第７回目の調査を実施。
(2) 市町社協ボランティアセンター現況調査
毎年度、社協ボランティアセンター等の活動状況を調査。
(3) ひょうごＮＰＯデータブックの発行
平成15年と19年の２回、ＮＰＯ法人への支援のあり方やＮＰＯ法人の抱える問題や課題等について実態を調査し、データブックとして発行。
(4) ひょうごボランタリープラザ運営協議会
次年度事業の企画・計画を行うため、活動団体の情報、施策の効果を調査。また、プラザの個別の課題やテーマ・個別事業について、専門的な意
見を得ることにより、プラザのあり方について協議。

○ひょうごボランタリープラザによる調査研究
平成１５年３月 事業創造型地域通貨の可能性に関する研究
平成１５年度 ひょうごボランタリー白書発行
平成１６年３月 市民活動の基盤強化のための実践的調査報告書（プラザによる委託調査）
平成１６年３月 ひょうごＮＰＯデータブック
平成１７年３月 市町域でのボランタリー活動推進に向けて
平成１７年３月 市民活動の基盤強化のための実践的調査報告書（プラザによる委託調査）
平成１８年３月 企業の地域活動とＮＰＯとの連携に関する実態調査研究～中間報告書～
平成１９年３月 企業の地域活動とＮＰＯとの連携に関する実態調査研究～最終報告書～
平成１９年３月 災害救援マニュアル作成ハンドブック
平成２０年３月 ひょうごＮＰＯデータブック２００７

６ 災害救援活動

○災害救援活動の実績（単位：台数・人）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

年 度

１６年度

２１年度

２２年度

※平成23年度は11月末現在

(5)交流サロン及びセミナー室の運営

県民のボランタリー活動の支援拠点として、セミナー室の貸出や交流サロンのミーティングコーナー・印刷機器の提供、資料の閲覧や各種情報提供、ＮＰＯの設立・運営
相談を実施。

○交流サロン及びセミナー室利用者数（単位：人）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

1

2

11

11

93

・施策検討の基礎資料として、定
期的に県民ボランタリー活動の実
態調査を行っている。

・施策の立案や事業の検討にはデー
タが不可欠であり、今後も県民ボラ
ンタリー活動実態調査等、適時適切
に調査を実施する。

・「コラボネット」や「ボランタ
リー活動支援ナビ」を通じて、地
縁団体やＮＰＯ法人等がボランタ
リー活動に有益な情報を活用でき
る仕組みを構築している。

・ひょうごボランタリープラザの
ホームページやメーリングリスト
を中心として普及啓発を行ってお
り、ＨＰのアクセス数やメールマ
ガジンの読者も増加している。

・引き続き、ＮＰＯ等のニーズを踏
まえたタイムリーな情報提供に努め
る。

○コラボＮＥＷＳ登録者数（単位：件）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

※平成23年度は平成24年１月末現在

(4)のじぎくＶ－ＮＥＷＳ
「のじぎく兵庫国体」・「のじぎく兵庫大会」の県民ボランティアが、大会後も継続して広域イベントや地域におけるボランタリー活動に参加できるよう、ボランティアに
関する情報を発信。

○のじぎくＶ－ＮＥＷＳ配信数（単位：件）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

(3)コラボＮＥＷＳ
ボランタリー活動の活性化を図ることを目的に、助成金情報等ボランタリー団体が活動を進めていく上で有益な情報をタイムリーに発信。

調査研究

情報提供・
相談

○コラボＮＥＷＳ配信数（単位：件）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

※平成23年度は11月末現在

(1)ＮＰＯ専門相談事業【支援体制の確立】
ＮＰＯ等が活動する過程において生じる会計・財務等の問題に対して、専門的な対応が可能な相談窓口を設置。

○ＮＰＯ専門相談事業相談件数（単位：件）（ひょうごボランタリープラザ調べ）

(2)ひょうごボランタリープラザホームページ
「ひょうごボランタリープラザ」のホームページにおいて、ボランタリー活動の普及啓発を図るための様々な情報を掲載。

○ひょうごボランタリープラザＨＰアクセス数（ひょうごボランタリープラザ調べ）
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災害名 ボランティアバス台数 ボランティア派遣人数

２３年度

台風９号

台風２３号

東日本大震災

東日本大震災

台風１２号

台風１５号

但馬雪害

95

43

40

約1,000

390

180

2,076

災害救援

・大規模災害が発生した場合、被
災地からの要請に基づき、ボラン
ティアの派遣等の支援施策を実施
している。特に、東日本大震災に
際しては、「東北自動車道ボラン
ティア・インフォメーションセン
ター」を設置・運営するなど、全
国から注目を集める取り組みを実
施した。

・東日本大震災被災地の継続支援を
はじめ、引き続き災害ボランティア
活動の拠点の強化に努める。

備 考

○東北自動車道ボランティア・インフォメーションセンターの運営
○ボランティア派遣助成２２３人（バス９台）

○ボランティア派遣助成１２０人（バス３台）

○ボランティア派遣助成２５人（バス１台）
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